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第
六
回
ま
ち
づ
く
り
食
堂 

 

・
十
二
月
十
五
日(

日)

に
四
郷
地
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施 

・
参
加
者 

百
五
十
名 

 
 

 
 

(

住
み
良
い
暮
ら
し
委
員
会) 

 
 

 
 

 

食
を
通
じ
て
地
域
の
つ
な
が
り
が
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
始
め
た「
ま
ち
づ
く

り
食
堂
」
も
、
早
や
六
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
回
も
、
食
事
や
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
の
ほ
か
に
、
オ
セ
ロ
や
将
棋
な
ど
の
昔

の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
濱
口
彰
子
さ
ん
の
フ

ル
ー
ト
の
ソ
ロ
演
奏
会
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
家
族
連
れ
や
地
域
の
皆
さ

ん
、
訓
練
を
終
え
た
ば
か
り
の
消
防
団

の
方
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
光
景
が
あ
ち
こ

ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

「
ま
ち
づ
く
り
食
堂
」
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
今
回
か
ら「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム 

い
す
ず
苑
」
様
に
も
、
送

迎
の
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                                                                                            
 

  
 

 
 

今
年
度
も
「
四
郷
小
ふ
れ
あ

い
餅
つ
き
大
会
」
が
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
会
や
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
協
賛
の
も
と
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

当
日
は
と
て
も
良
い
天
気
に

恵
ま
れ
、
早
朝
よ
り
地
域
の
方

や
保
護
者
の
方
が
手
伝
う
中
、

高
学
年
の
子
ど
も
達
が
、
伝
統

行
事
で
あ
る
餅
つ
き
を
体
験
し

ま
し
た
。
つ
き
あ
が
っ
た
餅
は
、

き
な
こ
餅
に
す
る
な
ど
し
て
、

地
域
の
方
や
低
・
中
学
年
の
子

ど
も
達
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

六
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
、
家
族
や
地
域
の
方
と
触

れ
合
っ
た
り
、
他
学
年
の
子
ど

も
達
と
の
交
流
を
深
め
た
り
し

て
、
小
学
校
生
活
の
楽
し
い
思
い

出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

 

ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会 

・二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
五
日(

土)

に 
 

 
 

四
郷
小
体
育
館
で
実
施 

・参
加
者 

二
百
四
十
二
名 

 

 

  

 

２０１９年度・後期の取り組みを振り返って 

 

 

 

(1) 

【5,6年生のついたお餅をみんなでおいしくいただきました。】 【みんなで きなこ餅をつくりました。】 



 

 

地
域
の
歴
史
に
親
し
み
を
持
ち
、

「
ふ
る
さ
と
四
郷
」
を
再
発
見
し
よ

う
と
始
ま
っ
た「
四
郷
歴
史
探
訪
」
で

す
が
、
今
回
は
鹿
海
町
を
訪
れ
ま
し

た
。
前
半
は
高
台
に
あ
る
公
民
館
か

ら
町
内
を
一
望
し
た
後
、「
鹿
海
神

社
」「
六
地
蔵
石
幢
」「
さ
く
ら
ぎ
の

里
跡
」
な
ど
町
内
の
史
跡
等
を
巡

り
、
後
半
は
再
度
公
民
館
に
戻
り
、

今
回
の
講
師
で
あ
る
伊
勢
郷
土
会

副
会
長
の
石
井
昭
郎
さ
ん
に「
鹿
海

の
古
い
地
名
・
人
名
と
歴
史
」
に
つ
い

て
、
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
鹿
海
町
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

四
郷
地
区
の
他
町
の
皆
さ
ん
や
中

日
新
聞
の
記
者
の
方
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、
散
策

や
講
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

な
お
、
次
回
の
歴
史
探
訪
Ⅱ
は

『
朝
熊
町
編
』の
予
定
で
す
。 

 

四
郷
地
区
に
は
多
く
の
伊
勢
市
指
定
文
化
財

や
三
重
県
指
定
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
、
そ
れ
ら
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
始
め
た
事

業
で
す
。
今
年
度
は
、
朝
熊
町
と
鹿
海
町
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
歴
史
や
指
定
文

化
財
に
つ
い
て
、
伊
勢
郷
土
会
副
会
長
の
石
井
昭

郎
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

朝
熊
町
自
治
会
で
は
、
町
民
文
化
祭
に
併
せ

て
、
ま
た
、
鹿
海
町
で
は「
子
ど
も
を
守
る
会
」
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
子
ど
も

た
ち
も
含
め
て
多
く
の
町
民
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

        

四
郷
歴
史
探
訪
Ⅱ
『
鹿
海
町
編
』 

・
実
施
日 

十
二
月
一
日(

日) 
・
参
加
者 

五
十
一
名 

(

生
き
生
き
学
習
委
員
会) 

 

文 

化 

財 

講 

座  

・十
一
月
三
日(

日) 

朝
熊
町 

 

参
加
者: 

百
名 

 

・十
二
月
十
五
日(

日)

鹿
海
町 

参
加
者:

五
十
四
名 

 
 

 
 

 
(

生
き
生
き
学
習
委
員
会) 

(

生
き
生
き
学
習
委
員
会) 

 

(2) 

   

北
風
の
吹
く
寒
い
日
で
し
た
が
、
生
き

生
き
学
習
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
、
以
下
の
四
郷
地
区
に
あ
る
指
定
文

化
財
の
所
在
地
を
訪
れ
ま
し
た
。 

          

な
お
、
視
察
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
文

化
財
を
所
有
・
管
理
し
て
み
え
る
皆
さ

ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

 

 

指
定
文
化
財
見
学
会 

・実
施
日 

二
〇
二
〇
年
二
月
一
日(

土) 

・参
加
者 

十
五
名 

(

生
き
生
き
学
習
委
員
会) 

 

【六地蔵石幢の前で】 【加努弥(かぬみ)神社前で】 

かぬみ【三】神社 

【対岸の鏡宮神社を望んで】 

【11/3 朝熊ふれあい会館で】 

【12/15 鹿海町公民館で】 

・楠
部
町
心
證
寺 (

木
造
薬
師
如
来
坐
像) 

・中
村
町
公
民
館 (

木
造
薬
師
如
来
立
像
、 

丸
山
古
墳
出
土
品
、
大
般
若
経) 

・中
村
町
墓
地 (

菩
提
山
神
宮
寺
曼
荼
羅
石
、 

左
衛
門
太
郎
六
字
名
号
碑) 

・楠
部
町
字
大
五
輪 (

お
お
ご
り
の
五
輪
塔) 

・鹿
海
町
墓
地 (

六
地
蔵
石
幢) 

・朝
熊
町
永
松
寺(

橋
本
平
八
作
片
履
達
磨
像) 

 

・朝
熊
町
公
民
館 (

鰐 

口) 

 

【中村町にある 

木造薬師如来立像】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

    
 

 

        
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  

に 

 

 

 

 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

・実
施
日 
十
一
月
十
六
日(

土) 

・
場 

所 
 

朝
熊
山
麓
公
園
芝
生
広
場 

・
参
加
者 

 

百
二
十
名 

(

元
気
は
つ
ら
つ
委
員
会) 

         
 

 
 
 
 

健
康
増
進
講
座 

十
一
月
十
三
日(

水)

楠
部
町
自
治
会 

二
月
二
十
一
日(

金)

鹿
海
町
自
治
会 

(

元
気
は
つ
ら
つ
委
員
会) 

 

(3) 

 

 

 

 

楠
部
町
公
民
館
で
は
、
倶
楽
部
ス
ポ
ー
ツ

ス
ト
レ
ッ
チ
代
表
の
辻
出
美
香
さ
ん
に『
肩
こ

り
改
善
ス
ト
レ
ッ
チ
』
を
、
ま
た
、
鹿
海
町
公

民
館
で
は
、
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ 

プ
ラ
ー
ナ
代
表

の
藤
原
由
佳
里
さ
ん
に『
簡
単
な
ヨ
ガ
ス
ト

レ
ッ
チ
』を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
の
会
場
の
参
加
者
か
ら
も
、「
楽

し
か
っ
た
。
」「
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
図
れ

た
。
」等
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

研
修
視
察
（滋
賀
県
東
近
江
市
） 

「蒲
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
訪
問 

・実
施
日 

 

十
一
月
二
十
四
日(

日) 
 

・参
加
者 

  

二
十
五
名 

 
 

 
 

   
 
(

元
気
は
つ
ら
つ
委
員
会) 

   

今
回
の
蒲
生(

が
も
う)

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
訪
問
を
ま
と
め
た「
研
修
視
察
レ
ポ
ー
ト
集
」

よ
り
、
参
加
者
の
感
想(

抜
粋)

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

秋
晴
れ
の
も
と
、
百
二
十
名

と
い
う
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
三
世
代
で
参
加
さ
れ
た

方
が
十
二
組
六
十
名
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
行
事
は
伊

勢
市
と
の
共
催
事
業
と
い
う
こ

と
で
、
か
も
し
か
バ
ス
タ
ー
ズ
の

皆
さ
ん
も
参
加
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
お

に
ぎ
り
と
豚
汁
の
振
舞
い
や
お

菓
子
ま
き
も
あ
り
、
和
や
か
な

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

元
気
は
つ
ら
つ
委
員
会
で
は
、

今
後
も
世
代
交
流
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
計

画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
【楠部町公民館で】 

【鹿海町公民館で】 

「
今
ま
で
は
四
郷
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
も

活
発
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
蒲
生
地
区
は
規
模

も
か
な
り
大
き
く
内
容
も
濃
く
、
四
郷
地
区
も
ま

だ
ま
だ
頑
張
っ
て
活
動
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
特
に
、「
命
の
バ
ト
ン
」
の
取
組
み
は
高

齢
化
が
進
む
四
郷
地
区
に
は
必
要
か
と
思
い
ま
し

た
。
地
区
の
皆
さ
ん
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
し
て
い

け
る
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
見
習
う
べ
き
点

を
取
り
入
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
た
い

と
改
め
て
思
っ
た
一
日
で
し
た
。
」 (

嶋
垣
美
代
子
）  

 
 

 ※嶋垣さんの感想をきっかけに、「命のバトン」に

ついて伊勢市に問い合わせたところ、伊勢市でも、

平成２３年より『救急医療情報キット配備事業』とい

う名称で同趣旨の取り組みを行っており、四郷地区

では現時点（令和２年 3月）で 118名の方が利用し

てみえるとのことでした。 

伊勢市の『救急医療情報キット配備事業』は 65

歳以上のひとり暮らし高齢者などを対象に、自宅で

万一の事態に備えるため、専用の容器（キット）に

救急医療活動に必要な情報を記載したシートを入

れ、自宅冷蔵庫に配備し、救急時に活用するもの

です。高齢者支援課等で取り扱っています。     

 



 

四郷地区まちづくり協議会事務局 

場 所:  伊勢市鹿海町 994-1 

(鹿海町公民館内) 

TEL,FAX 共  0596-65-6781 

（メール）sigoumatizukuri@mocha.ocn.ne.jp  

(開設日) 月・水・金 9:00～15:00  

  

➀
三
月
二
十
二
日(

日)

に

予
定
し
て
い
た「
絆
の
森

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で

残
念
な
が
ら
、
中
止
と

な
り
ま
し
た
。 

②
令
和
二
年
度
の「
第
八
回

定
期
総
会
」
を
各
地
区

選
出
の
代
議
員
出
席
の

も
と
、
四
月
二
十
六(

日)

夜
、
開
催
予
定
で
す
。 

       

 
 

 

 

『四
郷
地
区
防
災
講
演
会
』を
開
催 

・二
〇
二
〇
年
二
月
九
日(

日)

に
四
郷
地
区 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施 

・
参
加
者 

 

三
十
八
名 

 
(

住
み
良
い
暮
ら
し
委
員
会) 

2020 年 3 月 31 日発行四郷地区まちづくり協議会だより 第 14号 
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今
回
の
防
災
講
演
会
は
、
日
本
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
寺
本
弘
伸
さ

ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
台
風
十
九
号
被
災

地
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
経
験
を
通
し

て
見
え
て
き
た
こ
と
な
ど
を
中
心
に
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
、
個
人
個
人
が
準
備
で
き
る
こ
と
を
き

ち
ん
と
や
る
こ
と〈
例
え
ば
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
避
難
場
所
・
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
、
家
具
の

固
定
等
〉
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
話
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 

四
郷
地
区
で
も
浸
水
な
ど
の
被
害
が
繰
り

返
し
起
き
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
で
も
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
繰

り
返
し
訓
練
を
実 

施
し
、
一
人
ひ
と 

り
の
命
を
守
る
事 

を
第
一
に
考
え
、 

自
主
防
災
の
さ
ら 

な
る
取
り
組
み
を 

進
め
て
い
き
た
い 

も
の
で
す
。 

各
地
で
『
防
犯
講
演
会
』を
開
催 

 

・六
つ
の
自
治
会
で
実
施
し
、 

計
二
百
名
余
り
の
方
が
参
加 

 
 

 
 
 
 
 
 

(

生
き
生
き
学
習
委
員
会) 

  

今
年
度
も
、
伊
勢
警
察
署
、
伊
勢
度
会

地
区
生
活
安
全
協
会
、
市
役
所
危
機
管
理

課
の
方
々
を
講
師
に
お
願
い
し
、
各
自
治
会

別
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
特
殊
詐

欺
の
中
で
も
、『
警
察
官
な
ど
を
か
た
り
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
す

り
替
え
る
手
口
』を
寸
劇
で
や
っ
て
い
た
だ
い

た
上
で
、
注
意
す
べ
き
点
な
ど
、
わ
か
り
や

す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
空

き
巣
ね
ら
い
等
、
防
犯
一
般
の
注
意
点
に
つ

い
て
も
、
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
私
は

だ
ま
さ
れ
な
い
」「
そ
ん
な
お
金
は
無
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
は
要
注
意
だ
そ
う
で
す
。
お

互
い
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

 

 

『ま
ち
づ
く
り
協
議
会
』に 

つ
い
て
の
授
業 

 
 

・十
月
二
十
八
日(

月) 

に 

四
郷
小
学
校
で
実
施 

  
 

 
 

 
 

 

 

四
郷
小
学
校
に
て
、
六
年

生
の
特
別
授
業
に
四
郷
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
岡

田
事
務
局
長
が
講
師
と
し

て
招
か
れ
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
意
義
や
一
年
間
の

活
動
内
容
等
を
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
機
会
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で

も
地
域
の
こ
と
に
関
心
を
持

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
行
事

に
も
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

お
知
ら
せ 

【四郷地区コミセン会議室で】 

【10/15 一宇田町公民館で】 

【2/25 朝熊市民館で】 

【四郷小６年の教室で】 
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